
路線バスの運用変更について

【変更内容】 回送の取り扱いの変更

路線バスの回送運行を、課金車種「大型車 路線バス」とします。

⇒料金所で一旦停車することなくETC無線通行可能となります。

⇒路線バスの貸切運行や貸切バスの路線バス運行（回送含む）は従前どおり料金所での一旦停車が必要です。

運用変更は2025年7月1日（火）からです。

≪移行に係る周知予定≫

○ 弊社ＨＰに7月1日からの新たな走行方法及び改正後のETC路線バス割引約款等について掲載します。

〇 ETC路線バス割引認定事業者さまへ、個別に割引制度上の変更点に関するご案内を郵送いたします。

• 2025年7月5日から新たに5箇所がETC専用入口として運用開始します。

• 以降、2025年度内に55箇所（累計90箇所）がETC専用化し、2028年春までに本線料金所などの一部を
除きETC専用入口になります。【資料1参照】

• 上記ETC専用化の拡大の動きに合わせ、路線バスの運用変更を行います。

【変更内容】 ETC路線バス割引登録事業者さまのみ 割引適用について

路線バスの回送運行を課金車種「大型車 路線バス」として取り扱うため、ETC路線バス割引の適用対象と
します。

⇒月上限回数を廃止します。

運用変更は2025年7月1日（火）からです。

※具体の走行方法については資料2をご参照ください。

※概要は、資料3をご参照ください。
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【資料1】

◎ 2025年1月24日の弊社プレスリリース
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【資料2】

3



【資料2】
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【資料2】
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【資料2】
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【資料2】
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【資料2】
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回送運行の取扱い変更に係る首都高ETC路線バス割引の変更点について

路線バスの回送運行を課金車種「大型車（路線バス）」として取り扱うことに伴い、ETC路線バス割引に
おいても回送運行が割引対象となります。

月上限回数が廃止されますので、路線認定手続きにおいては、運行回数の提出が不要となります。

今回の制度変更に伴う新たな申請手続きは不要です。

割引の対象走行

変更後変更前

割引対象割引対象営業運行

割引対象割引対象外回送運行

割引対象外割引対象外
上記以外

（貸切運行等）

路線認定手続き

※ 2025年7月に首都高速道路ETC路線バス割引利用約款の見直しを予定しています。（今回の制度変更に伴う新たな申請手続きは不要です）

※ ETC路線バス割引認定事業者さまには、別途ご案内を郵送いたします。

• 路線別時刻表→提出不要

• 路線認定事項申請資料→運行回数の記載不要

• 変更内容が確認できる書類

【資料３】

個別認定手続きは、いままでと同じです。
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